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異文化理解研修

発行人
看護部長室

看護部長のひとりごと

外来の自慢

今、TVで「不適切にもほどがある」というドラマが放送されています。

コンプライアンスが厳しい令和とそれほどでもなかった昭和をタイムスリッ

プします。

昭和の「当たり前」は令和の「不適切」“昭和”から“令和”にタイムスリップ

したことで改めて感じる人々とのギャップや共感を描いています。

高齢者が多く入院してきている中で、このギャップをここ最近考えさせられ

ることが多くあります。例えば、高齢者の男性患者さんが発する「言うこと

聞いとけ」「姉ちゃんかわいいな」などの言葉はセクハラやパワハラにあた

りますが、本人にとってはその時代に生きてきたので普通のこと。足でカー

トをよけた看護師に「行儀が悪い」と言って足をたたけば、本人は孫のよう

な看護師に教えてあげてるつもりでも叩かれた看護師は「暴力を受けた」と

思います。その時代に生きてきた患者さんの発言に我慢してとか、慣れてほ

しいとは思わないですが、お互いの価値観が共感できれば良いですね

1年前

田原かんがるーKIDSによる歌のプレゼント

色々なことが学べる
何事にも一生懸命

色々な科や検査など業務は多いが
明るく仕事をしている

忙しいなかでも
患者さんに優しい


